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大 日 本 印 刷 株 式 会

B列全判8色ゲラビ
Wavel,120mm8Color Roto Gravure Press Supplied

社 納

ヤ輪転機
to Dainippon Printing Co.,Ltd.

鎌 田 裕 之*
HiroyukiKamata

内 容 梗 概

日立製作所では従来から数多くの,新法用,包装紙椚および教科書用高速度多色刷のグラビヤ輪転機,オフ

セット輪転機を製作Lて納入先の好評を得ているが,このほどわが｢軸こおける最人規膜のB列全判8色ダラビ

ヤ輪転機を製rl三し,大甘木印刷株式会社市ヶ谷工場忙納入した⊂､

木枕はすでに営業運転を行っておぺ,
●

l.緒

天然色映画を端緒として,コ
ユニケーショソの手

段として色彩化が非常に有力な方式であることが認め

られ,テレビもやがて黒白より天然色に移行すると予

想されている現在,印刷物はますます華麗な天然色印

刷の要求が高まり,高速度高性能の多色刷輪転機の出

現が強く業界から要求されていた｡

日立製作所でほ,早くより多色刷の各種輪転横を数

多く製作してきたが,今回大日 印刷株式会

速度B列全判8色グラビヤ輪転機を

高の潮社

作し,同社

谷工場に据付け完了して営業運転を開始した｡

木椀はわが国における最大規模の輪転機であり,欧

米メーカとの仕様そのほかの競争に捗って製作したも

のであり,多くの新装置および特長を有している｡

以下に本棟の構造と特長について

巻取紙寸法

印刷速度

版胴円周長

主電動機

2.仕 様

最大幅1,120mlll

最大径 900mm

版胴回転数 350rp皿

折畳部数 B5×16頁

42,000部/時

枚東部数 B全,A全

13,200枚/時

B全 762mm

A全 625mm

75kW整流子電動機 1台

45kW整流子電動機 1台

多くの新装躍キ有しているので本文にその構造および特長について述
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第2図 全 体 配 置 図

およびスチームドラ

されたあとに必ず 乾

装置などより構成され,紙は1色印刷

されて次の印刷ユニットに進んでゆく｡この
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機械の大きさ 長さ約23mx高さ3.5mx幅4.9m

3.全体の構造

本棟は給紙礫2台,印刷ユニット8台,折機2台,枚葉排紙機1

台,駆動装置2台より構成され,操作側よりみた配置は弟l図に示

すとおりである｡

紙は地下室に設けられた給紙機のストーソリールにささえられた

巻取紙より,トルクモータとダンサローラよりなる自動張力調整装

置,および遠赤外線管方式のプレヒータ装繹を経て,二階床面のス

リット部を通過して印刷ユニットに導かれる｡

印刷ユニットはバックアップ方式の圧胴装即,インキソグ

*
日立製作所川崎工場

ようにして印刷の完了したのちに紙は折機あるいは枚某排紙機に導

かれ折機によってB5×16頁に折毘まれ,または枚業排紙機によっ

て一枚ずつの枚某紙に切断されて排出される｡

本校は印刷ユニットが正方向回転および逆方向回転のいずれの運

転も可能であるので,紙の通し方法を変えることによって紙の

面の色数の組合わせを種々に変えることができる｡

なお本機には給紙機,折楼,原動装置がそれぞれ2組ずつ設けら

れているので, 印刷ユニットを用いて両面に4色の印刷を行うほ

かに,適当に2分割して,同時に2台の輪転機として使用し,まっ

たく内容の異なった巨Ij刷物をそれぞれの折械より排出することもで

きる構造となっている｡本機の印刷ユニットの組合せによる色刷区

分は弟1表のとおりである｡
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第1表 分 割 組 令
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第3図 絵

4.各部の構造

4.】給 紙 機

給紙機ほ印刷ユニットの下すなわち1附に設けられ 自立H形フ

レーム構造であって,スパイダ部,口動張力調櫓装愕,日動紙継装

置,リフタ装置亡,プレヒータ装荘などより構成されている._一

巻取紙せ取付けるス/くイダほストー∵/リール式であって,スパイ

ダ回転,サイドレイはいずれも電動押ボタンで操作される｡

(1)自動張力調整装置とは,印刷中の紙の張力を7銅こ一定の値

に保持するた捌こくふうされた自動制御装置である｡多色刷印刷

物において互の色の相対位置関係が乱れて階調の狂った醜い印刷

物を｢見当が狂った｣印刷物といい,これほ多色刷印刷物として

の商品価値のない傷物(｢ヤレ｣と呼ばれる)として扱われる｡こ

の｢見当狂い｣の最大の原因ほ印刷紙の張力の変化による紙の伸

びの変化に基づくものである｡したがって｢見当の正い､｣すぐ

れた印刷物をうるためには,この紙の張力の自動制御装置がどう

Lても必要となってきた｡

本装置はトルクモータとダンサローラとより構成されており,

紙の設定張力に対する張力変化をダンサローラの位置の変化とし

て検出する｡その信号によってトルクモータの出力トルクを制御

し,巻取紙面に接触して巻取紙にブレーキをかけるブレーキベル

トの張力を変化させて紙の張力を正規の他に制御L,ふたたびダ

ンサローラを正常な釣合の位跡こ引もどす｡紙質,紙幅などの変

化による設定張力の調整ほ,ダンサローラに釣合ラバランスウエ

ートの腕の長さを変えることにより,機械運転中･こてもきわめて

簡単に行うことができる｡なお本装置に用いられている接点はヒ

タログ(無接点論理素子),磁気増幅器,誘導電圧調整様,可飽和

リアクlリレなどの無接点器具を用いてあるので保守も容易に行え

るようになっている｡
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評 第43巻 第3 弓･

第41沼 オ
ート

ペ ー ス タ 説明 岡

し何 州 時)

(2)自動紙継装閻よ,印州して無くなりかけた巻取紙よりの紙

を,新しい巻取紙に,高速度で運転中に継称える装置である｡

紙を継伴える場合輪転機を停ILして行うと,輪転機の運転速度

獅哉i~れ,加速する封耶侶-の紙の張ノ｣が変動するため前に述べた

｢鬼子JⅧiい_い創刊刷物を牛じて歩どまりを低Fさせる｡このため

本装帯ほ｣′i動張力調葉装置とともに高 度多色刷輪転機にほ必要

不可欠の装間であり,ともにその動作の信組性が高く評価される

ものである｡

本装置はタイ ングを合わせるシグナルパルス発信装置,同受

信装置,スプレイ装乱 ペースタアーム装置などにより構成され

ている｡

シグナルパルス発信装置は巻取紙をささえるスパイダの,ギヤ

サイド側-ヲェブコーソ軸に取付けられた永久磁石と軟鉄製鉄片よ

りなり,巻取紙の回転に作って回転する永久磁石により,その継

鉄片との閃に磁 じて/くルスを発する｡このパルスを

給紙機サイドフレームに固定されたコイルが受信して電源装置に

送り込む｡

スプレイ装置ほ溶剤タンク,マグネットバルブおよぴノズル部

よりなり,マグネットバルブの励磁によF)圧縮空気をノズル部に

送り芽吹きの原理で溶斉りタンク内の溶剤を吸引して撒布する｡空

気源には日立ベビコソを使用している｡

ペースタアームは上~F装置,ブラシ装置およびカッター装置よ

り構成されていて,正常運 中アームは待避位置にあり,紙継時

には作動位置に移動する｡カッターはマグネットの励磁によって

止め金を脱し,スプリングによって飛出し紙を切断するようにな

っている｡

弟4図は正常運転中の各装置の位置であって,スプレイノズル,

ペースタアームはいずれも待避位置にある｡これから継がれる新

巻取紙(b)の巻尻部ほ通常三角山形に切りとられており,この山

形とスパイダ(B)のシグナルパルス発信用永久磁石とは,ある所

定の角度ずらせて設定しておく｡またその山形部にはあらかじめ

のりを

このの

和しておく｡

りは 乾性のものであって,有機溶剤によってのり性を

生ずるが,それまではのり性を失う性質を有Lている｡

巻取舵( 写に第歌､川a されて小径になったとき弟5図の如き

にスパイダを回動する｡これによってブレーキベルトは巻取

紙(a)(b)の両者にかかることになり,また巻取紙(a)よりの紙



列 全 判 8 色

第5図 カ ト ペ ー ス タ 説 明■匝1

(祇継操作町)

第6図 プ レ ヒ ー タ フ ー ド

によって巻取紙(b)は次第に回転を始め暫時の後にはその円周速

度は走行紙の 度と大略等しくなってくる｡この時ペースト開始

の押ボタソを押すとパルス受信装置の回路が入り,シグナルパル

スを受信して電源装置に伝え,サイラトロソ管を点火してまず芽

吹装置のマグネットバルブを励磁して,有機溶剤を新巻取紙(b)

の山形部員がけて散布し,瞬時にその部ののりののり性を 活さ

せる｡山形部が巻取紙(a)よりの紙に接触し,ブレーキベルトお

よぴブラシによって圧着されてのち,第2発口のパルスが発信さ

れこれによりペースタアームのマグネットが励磁されカッタが作

動して巻取紙(a)よりの紙を切断する｡これによりサイクルは完

了し以後紙は巻取紙(b)より供給される｡サイクル完了と同時に

ペースタアーム,ノズル部は自動的に待避位掛こ復帰する｡

この紙継装置の作動小に発生する紙の張力変動に対して` 前ま

の自動張力調整装置が働いて日動的に制御を行う｡

(3)リフタ装置は巻取蘭滋スパイダに装着する際にころがし.込

んだ巻取紙を持ち上げるた捌こ用いるもので,油圧と空気圧を併

用してラムを上下に運動させる｡レバー操作によって操作はきわ

めて容易に行うことができる｡

(4) プレヒータ 筐は印刷前の紙の調質を行うのが目的であっ

て,熱源に48kWの遠赤外線管を用い,自立縦形フードとクーリ
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ヤ 輪 転 機 409

第7図 印刷ユ ニ

ット(ギヤサイド)

ソグローラおよび給気フアンより構成されている｡

4.2 印刷ユニット

印刷ユニットは版胴駆動 置,版胴サイドレイ装置,インキソグ

装置,圧胴加圧装置,ドラム形乾燥装置およびドラム駆動装置など

より構成され,これが帥｣三点を通る重商線に対Lて左右対象に配置

されているので,インキング装置のアプリケ一夕とドクタとの位置

を交換し,版胴の駆動力向をクラッチにて切換えることにより,紙

通しの方向は,正逆いずれの方向でも行うことができる｡Lたがっ

て従来の印刷ユニットの回転方向の一定している輪転機では,定位

置に設けられたターンバー装掛こよって表裏面の変換を行っていた

ものが,本棟ではターンバー装置は不心安であり,紙通しの方向を

変えることにより紙の 裏面の変換が任意の印刷ユニットで簡単に

行うことができて,本輪転枚の大きな特色となっている｡

(1)版胴駆動装置は印刷ユニットのギヤサイドに設けられたギ

ヤボックス内に納められている｡この中には正逆転切換えクラッ

チ,乾 ドラム駆動ギヤおよびドクタ横振クラソク装置なども組

込まれ,全体は密閉され完全オイルバスとなっている｡版胴軸と

駆動装置との連

れる｡

はインターナルギヤカップリングによって行わ

(2)版胴サイドレイ 置は,紙の中心に版の中心を合わせるた

め紙の幅方向に版胴を左右に移動する装置であって,マンサイド

に設けられている｡操作は手動ハンドルホイールによって行われ

版胴軸中心を引きあるいは押す構造である｡版胴ベアリングはイ

ンナーレースの長い特殊のシリソドリカルローラベアリングを用

いてあり,ローラは版胴軸に固定されたインナレース表面をすべ

るので操作は軽い力で行うことができる｡

(3)インキソグ装置はインキタンク,アプリケータ,ドクタ,

インキパン各装荷より構成されている｡

インキタンクはサイドフレームマンサイドの床面上に設けら

れ インキの送込みには日立4号電動油ポンプを使用している｡

また溶剤自動滴下装置がタソク上面にあって,タンク内インキの
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第8岡 イ ン キ ソ グ(アプリケー一夕側)

溶剤が揮発してインキ濃度が変るのを防止する｡さらにタンクほ

二重構造になっておi),その間に冷水を通してタンク内のインキ

の温度の上昇を防いでいる｡これは各印刷ユニットに設けられて

いる乾燥装掛こよってそこを通過する紙の 面が温まり,これに

接する版胴が温度上昇し,インキの温度が上るとインキ溶剤の蒸

発が促進されてインキ 度が変化するのを防ぐためである｡

アプリケータは版胴表面にインキを流しかける 匠であって,

紙幅方向の均一なインキの流れが要求される｡このため局部的な

流出速度の 異がないよう,抵抗板や吐出口の形状にくふうが行

jっれている｡

ドクタ装置は版胴表面に供給された余剰インキをかき落す装置

であって,ドクタ加圧の方法,版胴の径の印刷面積の変化に対す

る考慮などが重視される｡本機のドクタ加圧は 錘方式であっ

て,着離の操作はウォームにて行われるが最終的に版胴表面にか

かる圧ほ重錘のみで行われるので加圧が均一であり着離操作が容

易であるばかりでなく加圧力を調整することも簡単に行われる｡

版胴の径が変ってもドクタブレードの版胴表面に対する接触角ほ

あまり変化するのほ望ましくなく,またその調整範囲も±15度程

度は必要であるので,ドクタ取付けレバーは首振り二重構造とな

っている｡

ドクタの横振りは版胴駆動ギヤボックス内のクランクによりコ

ネクテングロツドを介してドクタ取付レバー軸を紙幅方向に往復

運転させて行われるこ1このレバー 前鍬 Pリケ一夕の支持

軸と共用され,対象の位置に設けられている｡ユニットの回転方

向を変える場合には,軸をそのままに置き,アプリケ一夕とドク

タ装置のみを入れ換えればよい｡この時アプリケ一夕を取付ける

ためには絶対にコネクティソグロツドのフックを切離さなければ

取付かぬような構造になっているので,誤操作によって事故を起

すことを防止Lてある｡(特許出願中)

インキパンはアプリケータ,ドクタ装置をおおい,インキおよ

び溶剤ガスのしゃへいを計F),余剰インキを集めてインキタンク

にもどす装置であって,版胴,

の汚損防止保守の

胴,ドクタの交換作業,輪転枚

易など印刷ユニットの 作性の良否が本イン

キパンによって左右されるものである｡この点については過去の
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第43巻 第3号

第9図 イ ン キ ソ グ(ドクタ側)

数多くのグラビヤ輪転機製作の経験を生かし,密閉形にして操作

性のよいインキパンを製作することができた｡

(4)圧胴加圧装置は,紙を版胴に圧若して必要な印刷圧を加え

る装置である｡本機の圧胴はゴム巻外径200¢であってバックア

ップローラ軸受ブラケットに支持されたレバーに取付けられ,加

圧は/ミックアップローラを介して行われる｡操作は押ボタソによ

り行われ ギヤサイドのフレーム外側に設けられた0.75kWモー

タを回し,ウォーム,スクリュー装置を経て,バックアップローラ

を上下する｡この場合の過加圧によるモータの焼損事故を防ぎ,

また印圧を解除してふたたび加圧するたびにいちいち適正印圧を

調整することをしなくてすむように,印圧のプリセット装置がマ

ンサイドのフレーム中央部に設けられている｡これはバックアッ

プローラ軸受の運動をピニオン,ラック,べべルを介Lて指針を

回し,大きな銘板上に圧胴の位置を示すとともに,マイクロリ

ットスイッチを作動させてモータ
源を断つようになっており,

リミットスイッチ用ドッグをハンドル操作で位置を調整して,プ

リセットすることができる｡また紙切れを生じて,紙を圧胴また

は版胴に幾重にも巻きつかせると,印圧は異常に上って加圧装置

の枚構を損傷するので,この場合にはスクリューメタル部の安全

ピソが作動して安全を計っている(特許出願中)｡なおバックアッ

プローラは内部に水を通Lて冷却させている｡これは圧胴に接す

る紙の,乾燥装置よF)もってくる熱および圧胴の表面に巻かれた

ゴムが圧縮されて発する熱を除去して,圧胴ゴムの 命を長くし,

同時にインキ溶剤の揮発を防止する｡

圧胴,版胴の交換は着脱レ/く-と版胴運搬中により,互に単独

に行うことができる｡.すなわち 脱レ/ミーをフレームに固定され

たどソに引掛け,その位置でベアリソダブラケットのふたをはず

して胴をレバー上に乗せ,手前にころがし出して運搬車に乗せる｡

運搬車の胴軸支持ブラケットほハンドルでその高さを自由に調整

できるようになっている｡つ

(5)スチームドラム形乾燥装置は各印刷ユニットの上部フレ→
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第10図 乾 燥 フ ー ド

第11図 絵気フアンおよびドラム駆動ギヤボックス

ムに設けられておF),印刷された紙面のインキを裏側より加熱し

て乾燥させる装置であり,ドラム,フード,給気フアン,ドラム

駆動装置が各ユニットに設けられている｡

ドラムは外径820mm¢でアルミにて 作され,内部にスチー

ムを通して表面を温め,ドラム内にたまるドレンは導管により,

ドラム内の圧力によって自然に押出される｡このスチーム給気部

ドレーン排水部には回転ジョイントが使用されている｡ドラム軸

受部ベアリングへの給油は単独ポンプにより行われ,油は水冷さ

れている｡

ドラムの外周にほ大きなフードが設けられており,フード内側

の多数の小穴のノズルよりドラム上の印刷紙面に向って高速の空

気を吹付け,乾燥による蒸気インキ溶剤ガスを紙面よりはく離し

て常に紙面を新 な空気に触れさせて乾燥効果を上げるようにな

っている｡このフードはマンサイドに設けられたハンドホイール

を回すことにより,リンク機構で左右のフードが同時に開閉し,

第12図 研 機 正 面

紙通しが容易に行える構造であるし,

給気フアンには‡3POT-MH形ターボファンが用いられ,そ

の形状は本機のため特にくふうされている｡

排気フアンは全ユニット用に1台設けられており,大容量の

#5POS-RH形シロッコフアンを使用している｡

なおこの空気流はフードの内部で一部循環して熱効率を高めて

いる｡

スチーム関係の配管系統の特長は,2段の減 び圧力

スイッチとマグネットバルブの設置による安全装置である｡

ドラムの駆動は版胴駆動ギヤボックスより縦軸をとF),無段変

速機(P.Ⅰ.Ⅴ)および 擦クラッチを介Lて行われるし)無段変

は版胴胴径の変化によるドラム回転数およびドラムの熱膨脹によ

る周速の変化を調整するために使用する｡摩擦クラッチは高速運

転時の急停止による駆動系統の損傷を防ぎ,またドラムの駆動を

不必要な時に切り離すために設けられている｡いずれの操作もハ

ンドル操作で本機運転中に容易に行うことができる｡

4.3 折 棟

折機は印刷ユニット配列の両端にそれぞれ1台設けられ,印刷完

了した紙をB5-16頁に折畳み毎時42,000部の速度でマンサイド側

に排紙する能力を有している｡

三角板は2組あり,その 部はエアクッショソ 置を設けて紙の

流れを円滑にするとともに,印刷面の汚れを防いでいる｡

折胴は1組で突込匁の運動を解析して運動の円滑と寿命の延長を

計ってある｡(特許出願中)

ニッピソグ装置はそれぞれ2本の金ローラとゴムローラより構成

されているが,紙の厚みの変化によって,両ローラの接触圧を調整

する必要があり,また油が飛徹すると印刷物を汚損するため従来は

その駆動ギヤ部は給油されていなかったが,特別なくふうの結果完

全な密閉ギヤボックス内に納めて,自動給油が行えることになi),

騒音の防止と保守の容易化に効果があった｡(特許出晰中)
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第13図 折 機 ギ ヤ サ イ ド

排紙はテープによる半縦出し方式であるため,紙の取扱いが容易

であって,作業性がよい｡

4.4 放棄排紙機

枚葉排紙機は印刷完了した紙を一枚→枚の放棄紙に切断Lて排紙

する装置であって,本機は長さ625～762mmのものを排紙できる｡

本牧 排紙機の最大の特長はチェーン式パイルデリベリにある｡従

釆この種輪転機に用いられた枚業排紙礫はあおり式と称して,切断

後の紙をフォーク状の紙受けバー上に受けて120度前後 直面内を

旋回して排紙する方式であった｡この方式では排紙する紙の寸法が

大きくなると排紙時に生ずるあおりの風も大きくなり,高速度では

使用することができない｡

本棟はこの点を改良してチェーン方式とLたもので,わが国内で

はまだ製作されておらず,国外においてもその製作例は少ないもの

である｡

木枕はカッテンダ装置,コレクトシリンダ,トランスファーシリ

ンダ,チェーン装置,パイル装置などより構成されている｡

カッテング装置は紙を所定の長さに切断する装置であって,カッ

テングシリンダの1回転内にテープによって送り込まれる紙の長さ

を変えることによって切断寸法が変る｡切断された紙はコレクトシ

リンダに送られ爪によって次々5枚の紙をくわえると5枚を一緒に

次のトランスファーシリンダの爪に移送する｡

トランスファーシリンダはコレクトシリンダよりの紙を受けて次

のチェーンのグリッパに転送する装置であり,コレクトシリンダの

周速と,チェーンの速度が異なるので,紙を受け渡す期間はそれぞ

れの速度とトランスファーシリシダの周速を合致させるためにその

回転運動ほ不等速の複雑な運動を行う｡

変速機構はカムとディファレンシヤルギヤを組合わせたものでそ

の速度緑園ほ第15図に示すとおりである(特許出師い〕｡

チェーンにほ教本のグリッパが設けられていて,トランスファー

シリンダよりの紙を受け取り,パイルボード上まで移送し,ここで

紙を落す｡落された紙はジョガーボードによって紙の周囲を正しく
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第15図 トランスファーシリンダ速度線図

つきそろえられ順次積載してゆく｡この/くイルポードは自動的にわ

ずかづつ降下しで齢こ積載紙上面が一足の高さになるようになって

いる｡

高速度で運転するために,紙のカッテング､j のリーモートコント

ローールを行うサイズメータ(特許出願中)や,紙の浮上りを防止す

るための空気吹着け装置(特許出願中),紙の落下位躍を制御するバ

キューム装置,印刷物によっては大掛こ推積することの望ましくな

い場合に使用するすのこ取り装置など各種のくjlうが各所に施され

ている｡

4.5 原 動 装 置

本機の主電動機には75,4()kW各1台の整流子電動機を使用し,

印刷ユニットの【卜,給紙機と同一妹面に設けられ,印刷ユニット原

動横軸とはⅤベルトにて結合されている｡

速度制御ほ押ボタンによる遠隔操作であり,冷却用フアンを単独

に有しているので操作ほ容易であり,1′･■■20の速度まで広範囲の速度

制御を行うことができる‥.

各椎のギヤポ､ソクス､クラ､ソチポ､ソクスほすべてポンプによる完

1モなL′l勅薪侶lは7Jこってふr),また人さた透明窓た各⊥要部に設けて

あるので,附由状作の監視,クラッチなどの月別′ドの碓認など偉烏ほ

きわめて安全かつ容易に行うことができる二
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5.運 転 操 作

運転操作を安全,容易,かつ迅速に行うため,工操作はすべて押

ボタンによる遠隔操作が採用されているし)すなわち主 作は折磯部

中操作盤に虻とめられ,印刷ユニット,給紙機でもその部の操

作ができ,相互連絡用には信号ベルや同時通話方式のインターホー

ンが設けられている｡また紙切れ発見器(デテクタ),テンショソコ

ソトロール,原動 軸クラッチなどは主電動機 源とインターロツ

クされ,各所に非常停止用押釦が配推される等安全操作に特に留意

してある｡

また印刷ユニットの連結組合せは模擬り線上のタンブラスイッチ

により自動的に操作中路の組合せが変り,同時に連紀

点灯して組合せの確認が容易に行われる｡

′Jくランプが

これらの全操作マグネットスイッチなどは7面の日立形パネルに

格納されており,溶剤ガスがパネル内に侵入Lて接点火花で引火し

ないようパネル内ほ大気より圧力がかけられているなどの配慮が払

われている｡

る.本輪転機の特長

以上に赤輪転楼の構造の概略を述べたが,これらをまとめて水機

の特長の概略を以下に

(1)高性能機である｡

本税はわが国における最も大形でかつ高速度の多色刷ダラビヤ

輪転機であって,その操作性の容易さと相まってB5-16頁の折帳

を毎時42,000部,枚葉紙を毎時13,200枚の高

高性能機である｡

(2)印刷ユニットが正道回転できる.｡

度で排紙できる

印刷ユニットが中心に対して左右対象の構造になっているので

インキングのアプリケ一夕とドクタを交換することによって,紙

の通しを正道いずれの方向からも行える｡したがって紙の表裏面

の変換が任意の位置ででき,2台分冊運転など広範囲の組合せ運
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転ができる｡

(3)スチームドラム形 装置を使用している｡

紙のドラム表耐に巻付く距離,

受渡Lがドラム

高く,

乾ちわなす ∵､長力離距

413

熱の

面と紙との間で直接行オ)れるので,乾燥効率が

転においても十分な乾燥を行うことができる｡

(4)給紙機に信蘭できるテンショソコントロール装置およびオ

ートペースタ装置が設けられている｡

信療性の高い両装距の動作によって【1見当の正い､｣美頗な印

刷物が連続的に印刷できるので,i｢ヤレ_Jの発生が少なく,稼動率

とrl_ミ産性が高い｡

(5)枚英排紙機はチェーン式パイルデリベリである｡

木方式によって排紙速度は従来機の1.5倍の速度に上昇し,国

外にもあまり例をみない高性能を発揮することができた｡

(6)各待の斯くふうが行われている｡

木機製作途卜に多数の特許が出願され,いずれも操作の安全,

保守の容易のために考案されたものであり,さらに従来の機構を

改=善してその機能を高めるくふうが随所に施されている｡

(7)完全な自動給油装置が設けられている｡

約30個の小形ポンプが配置され,給油ほすべてこのポンプより

自動的に行われるので,高速度運転においても安心して運転する

ことができる｡

(8)機械の運転が静粛である｡

主要回転部分がカバーの内にあり,歯車煩ほすべて完全密閉ギ

ヤボックス内に納められて完全な給油が行われているため,運転

はきわめて静粛である｡

(9)主運転操作が押ボタンiこよる遠隔操作である｡

印刷速度の制御も,スピードメータをみながら任意の速度まで

押ボタンを押すだけで行われ,旺月同の加圧,インキポンプの駆動,

用フアンの運転,プレヒータの投入,給紙機の

ベての羊操作が押ボタンによる遠隔操作であるため,

で容易かつ迅速な処置をとることができる｡

(10)=滑な速度制御が行える｡

1/20まで無段階に回

操作などす

転が安全

速度を変えることのできる大容量の整流

J二電動機を主電動機として採川Lてあるため,その速度制御ほき

わめてけ滑に行うことができるので 速,降速時にも急激な張力

変化を生ぜず,｢見当狂い｣の発生防止にも役立っている｡

(11)各種安全装置が施され,操作が容易である｡

電気的にも,機械的にも,各種の安全に対する考慮が行きとど

いており,誤操作による事故の防ILにも万全を欄してあるので,

繰作は安全磨易に行うことができ,さらに保守が簡単である｡

7.結 l:::∃

本機は現地据付け完了後好調に稼動を続け,業界のトップをゆく

高性能機としての偉力を発揮している｡

本棟は日立製作所製ダラビヤ輪転機として100ユニットE_jの完成

に当るものであるが,今後ますます改良とくふうを重ね,さらにす

ぐれた高速度多色グラビヤ輪転機を製作していくつもりである｡

終りに臨み木椀の製作について各種のご援助を賜った大日本印刷

株式会社本社技術部および同社市ヶ谷工場施設課の関係各位に深甚

なる謝意を表明する｡




